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自
由
論
題
研
究
報
告
〉
近
世
朝
廷
と
神
宮
式
年
遷
宮
渡
　
辺
修
　
は
じ
め
に
　
近
世
朝
廷
は
官
位
叙
任
や
国
家
安
全
の
祈
願
な
ど
を
そ
の
役
割
と
し
て
い
　
　
（
1
）
た
こ
と
に
よ
り
、
寺
社
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
お
り
、
幕
藩
体
制
下
に
お
い
て
限
定
さ
れ
て
い
た
朝
廷
政
務
の
中
で
も
寺
社
に
関
す
る
そ
れ
ら
は
枢
要
な
部
分
を
占
め
て
い
た
と
考
え
る
。
　
例
え
ば
、
皇
祖
神
を
祀
る
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
政
務
は
神
宮
奏
事
始
、
例
幣
使
発
遣
、
式
年
遷
宮
祭
祀
日
時
定
の
執
行
、
祭
主
・
大
宮
司
・
禰
宜
の
任
命
と
位
階
授
与
・
禰
宜
に
よ
る
訴
訟
へ
の
対
応
、
祈
願
申
請
な
ど
多
数
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
伊
勢
神
宮
行
政
の
実
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
近
世
朝
廷
政
務
と
朝
廷
機
構
の
解
明
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
　
近
世
朝
廷
機
構
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
朝
幕
関
係
を
論
ず
る
視
点
か
ら
朝
・
廷
政
務
を
担
当
し
た
主
要
な
職
制
で
あ
る
武
家
伝
奏
、
議
奏
の
研
究
が
進
め
ら
れ
、
高
埜
利
彦
氏
は
江
戸
幕
府
が
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
以
降
、
尊
号
一
件
を
除
い
て
幕
末
に
至
る
ま
で
摂
家
（
摂
政
、
関
白
、
大
臣
）
1
武
家
伝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
奏
－
議
奏
の
統
制
機
構
に
よ
っ
て
朝
廷
を
支
配
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
さ
ら
に
、
山
口
和
夫
氏
は
霊
元
上
皇
が
院
政
を
敷
い
た
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
以
降
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
ま
で
の
間
と
下
限
は
不
明
で
あ
る
が
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
以
降
の
一
定
期
間
、
政
務
を
掌
握
し
、
摂
政
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
関
白
も
そ
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
幕
府
の
朝
廷
統
制
機
構
下
に
お
い
て
寺
社
に
関
す
る
政
務
を
担
当
し
た
の
が
寺
社
伝
奏
で
あ
っ
た
。
近
世
の
寺
社
伝
奏
に
関
し
て
は
賀
茂
伝
奏
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
が
進
め
ら
れ
、
拙
稿
に
お
い
て
も
伊
勢
神
宮
を
担
当
し
た
神
宮
伝
奏
の
成
立
、
（
5
）
　
　
　
（
6
）
補
任
、
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
朝
廷
統
制
機
構
と
神
宮
伝
奏
を
は
じ
め
と
す
る
神
宮
奉
行
、
官
務
、
祭
主
と
い
う
実
務
担
当
者
が
政
務
を
遂
行
す
る
と
き
、
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
の
か
未
解
明
な
部
分
が
多
い
。
一37一
　
本
報
告
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
の
は
近
世
神
宮
式
年
遷
宮
の
朝
廷
に
お
け
る
準
備
過
程
で
あ
る
。
式
年
遷
宮
と
は
神
社
で
一
定
の
年
数
を
定
め
て
新
殿
を
造
営
し
、
旧
殿
の
御
神
体
を
遷
す
こ
と
で
あ
り
、
伊
勢
神
宮
に
お
い
て
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
内
宮
が
六
九
〇
年
、
外
宮
が
六
九
二
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
　
ま
た
、
神
宮
式
年
遷
宮
に
先
立
っ
て
は
最
初
に
造
営
料
材
を
御
杣
山
か
ら
伐
り
出
す
と
き
、
山
の
上
り
口
に
坐
す
神
を
祀
っ
て
、
伐
採
、
搬
出
の
安
全
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
を
祈
る
祭
で
あ
る
山
口
祭
を
は
じ
め
、
両
宮
の
正
殿
床
下
中
央
に
柱
を
立
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
る
祭
祀
で
あ
る
立
心
御
柱
祭
な
ど
多
数
の
関
連
祭
祀
が
執
行
さ
れ
る
。
　
式
年
遷
宮
は
『
神
宮
文
体
』
に
よ
れ
ば
、
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
に
「
神
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
宮
無
双
之
重
事
」
と
称
さ
れ
る
な
ど
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
最
も
重
要
な
祭
祀
で
あ
る
。
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
内
宮
は
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
か
ら
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
ま
で
、
外
宮
は
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）
か
ら
永
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
ま
で
途
絶
し
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
近
世
に
お
い
て
神
宮
式
年
遷
宮
は
十
四
度
行
わ
れ
た
。
間
瀬
久
美
子
氏
は
天
正
十
三
年
度
、
慶
長
十
四
年
（
一
⊥
ハ
〇
九
）
度
、
寛
永
六
年
（
一
⊥
ハ
ニ
九
）
度
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
度
の
同
祭
祀
に
際
し
て
発
生
し
た
内
宮
、
外
宮
の
い
ず
れ
を
先
に
行
う
か
を
巡
る
争
論
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
朝
幕
関
係
と
そ
れ
ら
四
度
の
同
祭
祀
に
際
し
て
朝
廷
に
お
い
て
執
行
さ
れ
た
諸
儀
式
の
準
備
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
江
戸
幕
府
成
立
後
、
最
初
に
執
行
さ
れ
た
慶
長
十
四
年
度
の
場
合
、
幕
府
の
執
行
命
令
を
う
け
て
神
宮
伝
奏
大
炊
御
門
経
頼
が
諸
司
を
召
集
し
て
、
神
宮
造
営
の
立
案
に
と
り
か
か
り
、
山
田
奉
行
に
式
年
遷
宮
祭
祀
日
時
定
陣
儀
の
下
行
を
要
請
し
た
。
ま
た
、
神
宮
奉
行
と
相
談
し
て
、
先
例
の
通
り
に
両
宮
の
山
口
祭
陣
儀
を
別
々
に
執
行
さ
せ
た
。
寛
永
⊥
ハ
年
度
・
の
場
合
、
神
宮
伝
奏
日
野
資
勝
が
正
遷
宮
祭
に
先
行
す
る
儀
式
の
復
興
を
試
み
た
。
　
慶
安
二
年
度
の
場
合
、
神
宮
伝
奏
姉
小
路
公
景
が
両
宮
神
主
か
ら
出
さ
れ
た
正
遷
宮
祭
日
時
宣
下
を
要
請
す
る
書
状
を
関
白
に
提
出
し
た
。
関
白
一
条
昭
良
は
古
来
の
規
範
に
拠
っ
て
慶
長
、
寛
永
の
式
年
遷
宮
と
異
な
り
、
外
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
を
先
に
執
行
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
後
光
明
天
皇
も
こ
れ
に
勅
定
を
下
し
た
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
慶
長
十
四
年
度
、
寛
永
六
年
度
は
神
宮
伝
奏
が
主
導
し
て
い
た
が
、
寛
永
七
年
に
幕
府
の
朝
廷
統
制
機
構
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
慶
安
二
年
度
は
関
白
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
る
体
制
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
本
報
告
に
お
い
て
は
近
世
朝
廷
に
お
け
る
伊
勢
神
宮
行
政
を
解
明
す
る
一
環
と
し
て
、
同
年
度
に
続
く
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
度
以
降
の
神
宮
式
年
遷
宮
の
準
備
過
程
と
そ
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
　
但
し
、
同
年
度
以
降
、
式
年
遷
宮
は
近
世
最
後
の
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
度
ま
で
十
度
に
わ
た
っ
て
執
行
さ
れ
、
そ
の
関
連
祭
祀
も
数
年
間
に
わ
た
っ
て
執
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
報
告
の
中
で
、
そ
れ
ら
全
て
を
網
羅
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
与
え
ら
れ
た
報
告
時
間
と
史
料
的
制
約
に
よ
り
困
難
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
、
本
報
告
で
は
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
度
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
度
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
度
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
度
一38一
に
お
け
る
準
備
過
程
の
一
端
と
そ
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
。
一
　
寛
文
九
年
度
式
年
遷
宮
の
準
備
過
程
　
最
初
に
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
度
の
場
合
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
、
神
宮
式
年
遷
宮
準
備
が
ど
の
よ
う
に
開
始
さ
れ
た
の
か
を
み
る
。
官
務
壬
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
重
房
の
従
者
、
奥
西
重
好
が
『
重
房
宿
禰
記
』
中
の
伊
勢
神
宮
行
政
に
関
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
る
記
事
を
抄
記
し
た
別
記
で
あ
る
『
神
宮
雑
事
』
に
よ
れ
ば
、
同
六
年
（
一
六
六
六
）
七
月
二
九
日
、
神
宮
伝
奏
花
山
院
定
誠
が
祭
主
藤
波
景
忠
に
神
宮
式
年
遷
宮
、
神
宮
臨
時
遷
宮
の
執
行
年
月
日
の
先
例
を
提
出
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
　
同
八
月
一
日
、
藤
波
は
そ
れ
を
壬
生
重
房
を
通
じ
て
花
山
院
に
提
出
し
た
。
花
山
院
は
そ
れ
を
武
家
伝
奏
飛
鳥
井
雅
章
、
正
親
町
実
豊
へ
持
参
し
、
今
度
の
式
年
遷
宮
に
つ
い
て
相
談
し
た
。
両
名
は
幕
府
に
今
度
の
遷
宮
は
内
宮
、
外
宮
と
も
に
行
う
の
か
尋
ね
る
と
回
答
し
た
。
同
六
年
八
月
五
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
【
史
料
1
】
　
　
従
祭
主
景
忠
去
廿
九
日
、
勢
州
遣
飛
脚
令
帰
、
従
両
宮
口
上
之
覚
書
来
、
　
　
則
達
　
神
宮
傳
　
奏
花
山
院
大
納
言
定
誠
卿
、
去
廿
九
日
、
被
間
覚
者
、
　
　
今
度
、
従
両
宮
遷
宮
之
儀
、
関
東
御
訴
訟
申
入
、
従
関
東
両
宮
被
仰
渡
　
　
其
趣
、
如
何
之
由
被
尋
問
、
従
両
宮
答
申
覚
書
也
、
（
中
略
）
　
　
　
口
上
之
畳
　
自
内
宮
之
返
事
　
　
五
月
十
八
日
、
寺
社
御
奉
行
御
寄
合
被
成
、
井
上
河
内
守
殿
被
仰
聞
候
　
　
御
遷
宮
之
儀
、
昨
日
、
能
御
次
而
候
而
申
上
候
処
二
、
頓
而
可
被
仰
出
　
　
候
間
、
先
皆
々
返
候
様
ニ
ト
ノ
御
事
之
由
被
仰
聞
、
被
帰
候
也
、
　
　
　
自
外
宮
之
返
事
　
　
去
夘
月
九
日
、
寺
社
御
奉
行
所
　
神
宮
使
令
伺
公
、
御
遷
宮
式
年
之
儀
　
　
申
上
候
処
、
外
宮
者
無
子
細
可
被
仰
遣
之
由
承
、
其
後
、
度
々
御
訴
訟
　
　
二
罷
出
、
五
月
十
八
日
、
寺
社
御
奉
行
処
被
仰
聞
候
者
、
御
遷
宮
之
儀
、
　
　
昨
日
、
申
上
候
処
、
頓
而
可
被
仰
出
候
間
、
先
可
罷
帰
之
旨
蒙
仰
候
御
　
　
事
、
巳
上
、
八
月
五
日
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
五
日
、
藤
波
が
壬
生
に
内
宮
、
外
宮
双
方
か
ら
来
た
覚
書
を
渡
し
、
壬
生
は
花
山
院
に
そ
れ
ら
を
提
出
し
た
。
そ
の
覚
書
に
は
両
宮
神
主
が
そ
れ
ぞ
れ
式
年
遷
宮
の
執
行
許
可
を
求
め
る
訴
訟
を
幕
府
に
起
こ
し
た
結
果
が
記
さ
れ
て
い
た
。
　
内
宮
の
覚
書
に
よ
れ
ば
、
同
五
月
十
八
日
、
寺
社
奉
行
井
上
河
内
守
が
内
宮
の
使
者
に
対
し
て
、
近
日
中
に
幕
府
か
ら
執
行
命
令
が
出
さ
れ
る
こ
と
を
伝
え
た
。
　
さ
ら
に
、
外
宮
の
覚
書
に
よ
れ
ば
、
寺
社
奉
行
は
外
宮
の
使
者
に
も
同
様
の
こ
と
を
伝
え
た
。
以
上
の
こ
と
は
慶
安
二
年
度
の
場
合
、
幕
府
は
そ
の
正
遷
宮
祭
の
約
五
年
前
に
遷
宮
執
行
の
許
可
を
与
え
た
こ
と
に
対
し
て
、
今
年
度
は
明
ら
か
に
遅
延
し
て
い
た
こ
と
に
伊
勢
神
宮
神
主
が
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
　
同
八
月
七
日
、
藤
波
の
使
者
が
壬
生
に
両
宮
の
使
者
が
幕
府
か
ら
式
年
遷
一39一
宮
の
執
行
命
令
は
出
さ
れ
た
の
か
尋
ね
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
山
口
祭
執
行
日
時
を
八
月
中
と
し
、
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
準
備
の
都
合
が
あ
る
た
め
に
、
そ
の
日
時
を
二
〇
日
程
前
に
伝
達
す
る
よ
う
に
要
請
し
た
こ
と
を
伝
え
た
。
壬
生
は
ま
だ
命
令
は
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
出
さ
れ
た
な
ら
ば
、
早
々
に
伝
達
し
、
山
口
祭
執
行
日
時
の
こ
と
は
神
宮
伝
奏
に
伝
え
る
と
回
答
し
た
。
同
八
月
十
二
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
【
史
料
2
】
　
　
従
神
宮
傳
奏
花
山
院
亜
相
定
誠
卿
、
従
関
東
申
来
　
神
宮
遷
宮
之
事
可
　
　
為
両
宮
之
由
今
日
被
仰
出
、
為
内
意
被
告
知
了
、
神
宮
奉
行
鳥
丸
頭
右
　
　
中
弁
光
雄
朝
臣
示
給
云
、
山
口
祭
日
時
之
事
可
為
相
談
之
間
、
陰
陽
頭
　
　
幸
徳
井
令
同
道
、
可
参
之
由
申
来
、
則
幸
徳
井
使
可
被
向
彼
亭
之
由
申
　
　
遣
、
余
追
付
、
令
向
彼
亭
、
光
雄
云
両
宮
遷
宮
之
事
被
仰
出
、
山
口
祭
　
　
日
時
之
事
今
月
下
旬
之
末
比
、
山
口
祭
日
時
可
撰
之
由
、
従
傳
奏
定
誠
　
　
卿
示
給
、
（
中
略
）
陰
陽
頭
今
夜
、
相
勘
、
内
勘
文
可
進
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
花
山
院
が
壬
生
に
幕
府
が
朝
廷
に
式
年
遷
宮
は
両
宮
と
も
に
行
う
よ
う
に
命
じ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
神
宮
奉
行
烏
丸
光
雄
は
壬
生
に
陰
陽
頭
幸
徳
井
と
自
邸
に
来
る
よ
う
に
指
示
し
、
幸
徳
井
に
花
山
院
が
山
口
祭
日
時
を
今
月
末
頃
か
ら
選
ぶ
よ
う
に
命
じ
た
こ
と
を
伝
え
た
。
幸
徳
井
は
そ
れ
を
承
諾
し
、
烏
丸
に
今
夜
、
適
当
な
日
を
調
べ
た
上
、
山
口
祭
日
時
内
勘
文
を
提
出
す
る
と
述
べ
た
。
同
十
三
日
、
幸
徳
井
が
烏
丸
に
日
時
内
勘
文
を
提
出
し
、
そ
れ
が
霊
元
天
皇
に
奏
聞
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
山
口
祭
日
時
定
の
執
行
日
が
同
十
八
日
、
山
口
祭
の
執
行
日
が
同
三
〇
日
と
決
定
さ
れ
た
。
　
次
に
、
立
心
御
柱
祭
・
正
遷
宮
祭
日
時
定
執
行
日
の
決
定
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
『
神
宮
雑
事
』
同
九
年
六
月
二
五
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
【
史
料
3
】
　
　
従
清
閑
寺
中
納
言
熈
房
卿
唯
今
、
頭
左
中
弁
光
雄
朝
臣
令
参
会
、
従
殿
　
　
下
御
尋
之
事
在
之
間
、
可
参
入
之
由
、
即
令
参
入
御
亭
、
被
命
云
伊
勢
　
　
遷
宮
日
時
定
事
、
陰
陽
頭
従
南
都
上
洛
之
間
、
日
次
事
令
尋
之
処
、
今
　
　
月
卦
日
、
七
月
六
日
宜
歎
之
由
勘
詑
、
此
旨
殿
下
申
入
之
処
、
武
家
傳
　
　
奏
可
申
入
之
由
被
仰
、
即
飛
鳥
井
前
亜
相
雅
章
卿
、
正
親
町
前
亜
相
実
　
　
豊
卿
申
入
之
処
、
雅
章
卿
云
珊
日
日
次
不
宜
、
諸
事
忌
之
云
々
如
何
之
　
　
由
、
実
豊
卿
云
七
月
者
不
宜
、
但
不
知
故
実
、
所
申
伝
也
、
先
例
譜
代
　
　
職
輩
被
相
尋
、
被
任
先
例
、
可
然
之
由
、
両
卿
被
申
此
趣
、
参
殿
下
、
　
　
申
入
之
処
、
仰
去
年
既
七
月
、
地
曳
・
立
柱
・
上
棟
日
時
定
在
之
、
其
　
　
節
不
及
沙
汰
、
今
年
七
月
不
宜
之
由
被
申
旨
為
如
何
哉
、
然
者
相
尋
官
　
　
務
、
祭
主
先
例
、
可
有
壱
左
右
之
由
殿
下
仰
云
々
、
先
例
可
相
勘
之
由
　
　
也
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
神
宮
伝
奏
清
閑
寺
熈
房
は
自
邸
に
壬
生
を
呼
び
、
次
の
こ
と
を
述
べ
た
。
清
閑
寺
が
陰
陽
頭
に
正
遷
宮
祭
日
時
定
の
執
行
日
と
し
て
適
当
な
日
を
尋
ね
る
と
、
今
月
三
〇
日
か
七
月
六
日
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
回
答
し
た
。
こ
の
こ
と
を
関
白
鷹
司
房
輔
に
報
告
す
る
と
武
家
伝
奏
に
も
報
告
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
　
そ
こ
で
、
清
閑
寺
が
飛
鳥
井
と
正
親
町
に
報
告
し
た
。
飛
鳥
井
は
三
〇
日
を
不
適
当
と
し
て
、
諸
事
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、
正
親
町
は
七
月
一40一
を
不
適
当
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
両
名
は
先
例
を
譜
代
の
職
に
就
い
て
い
る
者
に
尋
ね
て
、
そ
の
通
り
に
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
述
べ
た
。
　
清
閑
寺
は
こ
の
こ
と
を
鷹
司
に
報
告
し
た
。
鷹
司
は
昨
年
の
七
月
に
神
宮
式
年
遷
宮
諸
祭
祀
で
あ
る
地
曳
祭
・
立
柱
祭
・
上
棟
祭
の
日
時
定
が
あ
り
、
そ
の
と
き
に
は
問
題
に
し
な
い
で
、
今
月
の
七
月
は
不
適
当
と
す
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
述
べ
、
そ
の
よ
う
な
指
示
で
あ
れ
ば
、
壬
生
と
藤
波
に
先
例
を
尋
ね
て
、
決
定
す
べ
き
だ
と
命
じ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
、
清
閑
寺
は
壬
生
に
先
例
を
勘
進
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
同
条
に
よ
れ
ば
、
壬
生
は
朝
廷
に
お
い
て
伊
勢
神
宮
関
連
儀
式
が
七
月
に
執
行
さ
れ
た
先
例
を
調
べ
、
そ
れ
を
折
紙
に
記
し
て
提
出
し
た
。
さ
ら
に
、
清
閑
寺
は
藤
波
に
も
同
じ
こ
と
を
尋
ね
た
。
藤
波
は
伊
勢
神
宮
に
お
い
て
は
七
月
を
揮
る
こ
と
は
な
い
と
回
答
し
、
永
正
、
享
禄
年
間
中
、
七
月
に
朝
廷
か
ら
御
祈
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
を
一
紙
に
記
し
、
提
出
し
た
。
　
同
二
六
日
、
壬
生
は
鳥
丸
よ
り
七
月
六
日
に
両
宮
の
立
心
御
柱
祭
・
正
遷
宮
祭
日
時
定
を
執
行
す
る
こ
と
を
藤
波
に
伝
達
す
る
よ
う
に
命
じ
る
覚
書
一
通
を
受
け
取
っ
た
が
、
同
二
七
日
、
再
び
烏
丸
よ
り
日
時
定
執
行
日
が
今
月
三
〇
日
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
知
ら
せ
る
覚
書
を
受
け
取
っ
た
。
壬
生
は
清
閑
寺
の
邸
宅
を
訪
れ
、
今
日
、
急
に
執
行
日
が
変
更
さ
れ
た
理
由
を
尋
ね
た
。
　
同
条
に
よ
れ
ば
、
清
閑
寺
は
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
日
、
参
内
し
て
、
鷹
司
、
飛
鳥
井
、
正
親
町
と
面
会
し
た
と
き
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
【
史
料
4
】
　
　
宣
下
干
計
日
治
定
之
事
、
実
豊
卿
云
従
関
東
七
月
上
旬
之
比
　
宣
下
日
　
　
時
可
注
進
之
由
也
、
六
月
中
　
宣
下
申
請
之
儀
分
明
也
、
来
六
日
於
　
　
宣
下
者
中
旬
之
注
進
也
、
然
者
珊
日
可
然
之
由
被
申
云
々
、
殿
下
、
雅
　
　
章
卿
不
及
問
答
、
被
任
其
旨
云
々
、
万
事
実
豊
卿
被
任
雅
意
之
故
、
無
　
　
関
白
之
威
権
云
々
、
如
斯
　
宣
下
日
時
必
定
之
処
、
任
彼
卿
一
人
之
申
、
　
　
無
事
故
、
又
被
改
之
事
、
神
慮
最
区
測
、
御
遷
宮
者
九
月
也
、
其
注
進
　
　
依
無
御
日
次
、
雛
及
干
中
旬
有
何
事
乎
、
然
共
七
月
不
可
然
之
由
令
先
　
　
言
之
故
、
如
斯
之
所
為
歎
、
昔
宇
治
左
大
臣
頼
長
執
権
之
故
、
兄
法
性
　
　
寺
殿
無
威
権
之
故
、
世
人
号
楊
名
関
白
、
楊
名
者
有
名
無
実
云
々
、
錐
　
　
然
当
殿
下
者
被
抱
実
豊
卿
権
威
給
、
法
性
寺
殿
・
宇
治
殿
例
者
不
有
同
　
　
日
之
論
也
、
唯
当
殿
下
依
短
才
之
儀
云
々
、
可
思
可
悲
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
正
親
町
が
清
閑
寺
に
幕
府
の
意
向
は
七
月
上
旬
に
執
行
日
時
を
報
告
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
り
、
六
月
中
の
日
時
宣
下
を
要
請
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
七
月
⊥
ハ
日
の
宣
下
で
は
七
月
中
旬
の
報
告
と
な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
日
時
宣
下
は
三
〇
日
が
適
当
で
あ
る
と
述
べ
た
。
　
鷹
司
と
飛
鳥
井
は
問
答
に
及
ば
ず
、
正
親
町
に
任
せ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
万
事
が
正
親
町
の
意
向
に
任
さ
れ
、
関
白
の
権
威
は
な
い
。
式
年
遷
宮
は
九
月
で
あ
り
、
そ
の
執
行
日
時
の
報
告
が
七
月
中
旬
に
な
っ
て
も
問
題
は
な
い
が
、
正
親
町
が
七
月
は
不
適
当
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
、
こ
の
よ
う
に
変
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
更
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
同
三
〇
日
、
両
宮
立
心
御
柱
祭
・
正
遷
宮
祭
日
時
定
が
執
行
さ
れ
た
。
一41一
　
以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
同
年
度
の
場
合
、
式
年
遷
宮
執
行
許
可
を
与
え
る
幕
府
に
主
導
権
が
あ
っ
た
こ
と
を
背
景
に
し
て
、
関
白
は
武
家
伝
奏
の
意
向
を
重
視
し
、
そ
の
主
張
に
従
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
二
　
元
禄
二
年
度
式
年
遷
宮
の
準
備
過
程
　
寛
文
九
年
（
一
六
⊥
ハ
九
）
度
に
続
く
元
禄
二
年
度
（
一
六
八
九
）
の
場
合
を
明
ら
か
に
す
る
。
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
、
内
宮
正
殿
が
炎
上
し
、
御
神
体
を
仮
殿
に
遷
す
事
件
が
発
生
し
た
。
同
二
年
（
一
⊥
ハ
八
二
）
二
月
十
三
日
、
内
宮
一
禰
宜
荒
木
田
氏
富
は
内
宮
臨
時
遷
宮
を
幕
府
に
申
請
し
、
同
七
月
三
日
、
幕
府
は
内
宮
臨
時
遷
宮
と
両
宮
式
年
遷
宮
の
執
行
許
可
を
同
時
に
出
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
同
九
月
二
六
日
、
両
宮
山
口
祭
が
執
行
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
（
1
8
V
『
兼
輝
公
記
』
に
よ
れ
ば
、
同
九
月
八
日
、
神
宮
伝
奏
柳
原
資
簾
と
神
宮
奉
行
庭
田
重
条
が
関
白
一
条
兼
輝
を
訪
れ
、
次
の
こ
と
を
提
案
し
た
。
　
そ
れ
は
同
十
一
日
に
伊
勢
神
宮
へ
の
例
幣
発
遣
儀
式
、
同
十
二
日
に
両
宮
山
口
祭
日
時
定
が
あ
り
、
本
来
、
祭
主
藤
波
景
忠
は
例
幣
使
と
し
て
幣
白
m
を
伊
勢
神
宮
に
奉
納
し
た
後
、
上
洛
し
て
こ
の
こ
と
を
朝
廷
に
報
告
し
、
山
口
祭
日
時
宣
旨
を
受
け
取
り
、
伊
勢
神
宮
に
持
参
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
往
復
の
時
間
を
考
慮
し
、
藤
波
は
伊
勢
に
お
い
て
宣
旨
の
到
着
を
待
ち
、
例
幣
使
の
一
人
で
あ
る
忌
部
使
が
上
洛
後
、
幣
吊
奉
納
を
朝
廷
に
報
告
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
同
九
日
条
に
よ
れ
ば
、
一
条
は
柳
原
と
庭
田
を
呼
び
、
柳
原
は
所
労
に
よ
り
来
な
か
っ
た
が
、
一
条
は
訪
れ
た
庭
田
に
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
【
史
料
5
】
　
　
疇
昔
、
傳
奏
・
奉
行
、
祭
主
滞
留
勢
州
事
、
今
日
、
廻
愚
案
、
率
ホ
難
　
　
奏
、
既
奏
之
、
錐
勅
許
、
武
家
傳
奏
後
日
聞
之
、
不
申
武
家
者
不
可
協
　
　
時
宜
、
難
計
之
旨
称
之
者
、
於
事
可
有
否
、
於
公
論
者
関
白
奏
達
、
於
　
　
勅
許
者
無
異
論
、
然
而
当
時
、
武
家
権
勢
感
之
間
、
難
分
別
、
如
何
、
　
　
下
官
不
奏
巳
前
、
相
談
武
家
傳
奏
事
尤
掛
酌
、
何
者
如
此
儀
遂
無
相
談
　
　
儀
、
今
度
、
一
ケ
事
於
令
相
談
者
可
為
後
例
、
只
傳
奏
、
奉
行
ホ
被
談
　
　
武
家
傳
奏
如
何
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
昨
日
の
提
案
は
霊
元
天
皇
に
奏
聞
し
難
い
。
奏
聞
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
勅
許
が
下
さ
れ
て
も
、
武
家
伝
奏
花
山
院
定
誠
、
千
種
有
能
が
事
前
に
幕
府
に
相
談
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
意
向
に
適
わ
な
い
な
ど
と
主
張
し
、
決
定
が
覆
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
来
、
関
白
が
奏
聞
し
、
勅
許
を
得
る
こ
と
に
は
何
の
問
題
も
な
い
が
、
現
在
、
幕
府
の
権
勢
を
感
じ
て
お
り
、
そ
の
適
否
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
　
し
か
し
、
奏
聞
前
に
武
家
伝
奏
に
相
談
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
武
家
伝
奏
に
相
談
す
る
こ
と
な
く
行
う
も
の
で
あ
り
、
今
回
、
こ
の
こ
と
を
相
談
す
れ
ば
先
例
と
な
る
。
神
宮
伝
奏
と
神
宮
奉
行
が
武
家
伝
奏
に
相
談
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
庭
田
は
柳
原
に
相
談
し
、
明
日
、
返
答
す
る
と
述
べ
た
。
　
同
十
日
、
庭
田
は
一
条
邸
を
訪
れ
、
柳
原
が
一
条
の
考
え
に
賛
成
で
あ
る
一42一
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
武
家
伝
奏
に
相
談
す
る
こ
と
は
遠
慮
し
た
い
旨
を
述
べ
た
こ
と
を
伝
え
た
。
元
禄
二
年
度
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
外
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
同
年
度
も
寛
文
九
年
度
と
同
様
の
体
制
に
よ
っ
て
準
備
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
さ
ら
に
、
同
十
二
日
、
花
山
院
が
同
三
年
（
一
六
九
〇
）
に
執
行
さ
れ
た
内
宮
臨
時
遷
宮
の
諸
祭
祀
に
つ
い
て
、
一
条
が
提
案
し
た
執
行
日
の
短
縮
を
幕
府
の
意
何
と
し
て
反
対
し
、
同
二
二
日
、
こ
れ
に
よ
り
、
一
条
は
こ
の
提
案
を
撤
回
し
た
。
　
以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
一
条
が
同
九
日
条
に
「
当
時
、
幕
府
権
勢
感
之
、
」
と
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
と
き
、
武
家
伝
奏
が
有
し
て
い
た
関
白
を
凌
ぐ
権
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
勢
の
大
き
さ
は
幕
府
の
権
力
を
背
景
と
し
て
お
り
、
当
時
の
朝
廷
に
お
け
る
伊
勢
神
宮
行
政
は
幕
府
の
強
い
統
制
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
三
　
宝
永
六
年
度
式
年
遷
宮
の
準
備
過
程
　
元
禄
二
年
（
エ
ハ
八
九
）
度
に
続
く
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
度
の
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
を
明
ら
か
に
す
る
。
『
基
熈
公
記
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
約
七
年
前
の
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
一
月
二
二
日
、
武
家
伝
奏
が
関
白
近
衛
基
熈
に
正
遷
宮
祭
執
行
は
来
る
丑
年
で
あ
り
、
そ
れ
に
向
け
て
本
年
、
山
口
祭
を
執
行
さ
せ
る
よ
う
に
と
す
る
幕
府
の
命
令
を
伝
達
し
た
。
　
同
二
九
日
、
神
宮
伝
奏
徳
大
寺
公
全
と
神
宮
奉
行
鷲
尾
隆
長
が
近
衛
邸
を
訪
れ
、
伊
勢
神
宮
よ
り
到
来
し
た
山
口
祭
日
時
宣
下
を
要
請
す
る
解
状
を
持
参
し
、
近
衛
は
内
覧
後
、
早
く
東
山
天
皇
に
奏
聞
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
同
二
月
一
日
、
鷲
尾
が
近
衛
に
六
日
辰
刻
に
山
口
祭
日
時
定
が
執
行
さ
れ
る
の
で
、
列
席
す
る
よ
う
に
要
請
し
た
。
近
衛
は
列
席
す
る
と
回
答
し
た
。
ま
た
、
鷲
尾
は
近
衛
に
そ
の
上
卿
以
下
の
名
簿
を
手
渡
し
た
。
同
四
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
【
史
料
6
】
　
　
徳
大
寺
大
納
言
来
云
藤
波
二
位
申
山
口
祭
可
為
来
⊥
ハ
日
、
然
而
近
代
不
　
　
及
口
宣
案
等
之
沙
汰
、
為
私
参
向
之
体
無
念
、
存
先
例
、
近
者
如
此
之
　
　
条
、
可
相
願
存
、
但
承
殿
下
御
内
意
、
可
進
止
旨
密
相
語
云
々
者
、
答
　
　
云
古
例
、
近
例
不
能
左
右
間
、
早
以
奉
行
可
有
其
願
、
（
中
略
）
所
詮
奏
　
　
聞
之
上
、
可
有
御
沙
汰
間
、
早
可
被
付
奉
行
者
、
徳
大
寺
諾
、
起
座
了
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
徳
大
寺
が
近
衛
に
「
祭
主
藤
波
景
忠
が
徳
大
寺
に
山
口
祭
日
時
定
が
六
日
に
あ
る
。
近
世
に
お
い
て
は
祭
主
が
伊
勢
神
宮
の
造
営
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
掌
る
令
外
官
で
あ
っ
た
伊
勢
太
神
宮
造
宮
使
に
補
任
さ
れ
る
口
宣
案
が
出
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
私
的
に
山
口
祭
に
参
向
し
て
い
る
。
口
宣
案
等
が
出
さ
れ
た
先
例
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
申
請
し
た
い
と
述
べ
た
が
、
徳
大
寺
は
藤
波
に
近
衛
の
意
向
を
伺
っ
た
上
で
決
定
す
る
と
回
答
し
た
」
こ
と
を
報
告
し
た
。　
近
衛
は
先
例
は
不
明
だ
が
、
早
く
神
宮
奉
行
を
通
じ
て
申
請
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
同
条
に
は
藤
波
が
提
出
し
た
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
に
藤
波
秀
忠
を
伊
勢
太
神
宮
造
営
使
に
補
任
し
た
口
宣
案
と
太
政
官
符
の
写
し
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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同
五
日
、
鷲
尾
が
近
衛
に
藤
波
を
伊
勢
太
神
宮
造
宮
使
に
補
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
諾
を
求
め
、
近
衛
は
早
く
天
皇
に
奏
聞
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
同
六
日
、
藤
波
は
造
宮
使
に
補
任
さ
れ
、
同
三
月
六
日
、
両
宮
山
口
祭
が
執
行
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
『
綱
平
公
記
』
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
二
月
一
日
条
に
は
「
就
山
口
祭
、
官
符
、
任
符
、
元
禄
十
五
年
ノ
度
御
再
興
、
」
と
あ
り
、
元
禄
十
五
年
の
山
口
祭
に
際
し
て
祭
主
を
造
宮
使
に
補
任
す
る
太
政
官
符
発
布
が
再
興
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
以
上
の
こ
と
よ
り
、
同
年
度
の
場
合
、
武
家
伝
奏
の
役
割
は
関
白
に
山
口
祭
を
執
行
さ
せ
る
よ
う
に
と
す
る
幕
府
の
命
令
を
伝
達
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
一
方
、
関
白
が
式
年
遷
宮
準
備
を
主
導
し
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
　
同
年
度
に
続
く
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
度
の
場
合
も
同
七
年
一
月
二
六
日
条
・
同
二
七
日
条
・
同
二
月
一
日
条
に
よ
れ
ば
、
関
白
が
準
備
を
主
導
し
て
お
り
、
後
述
す
る
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
度
も
同
様
で
あ
っ
た
。
宝
永
六
年
度
以
降
に
お
け
る
武
家
伝
奏
の
役
割
も
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
度
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
度
の
場
合
、
武
家
伝
奏
は
山
口
祭
日
時
定
執
行
を
命
ず
る
老
中
奉
書
を
天
皇
に
届
け
た
り
、
同
儀
式
執
行
と
決
定
さ
れ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
日
時
を
京
都
所
司
代
に
報
告
し
た
り
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
　
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
度
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
度
、
寛
政
元
年
（一
ｵ
八
九
）
度
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
度
、
嘉
永
二
年
度
に
つ
い
て
は
史
料
的
制
約
が
あ
り
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
年
度
に
つ
い
て
も
宝
永
六
年
度
と
同
様
に
関
白
が
主
導
す
る
体
制
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
　
【
一
覧
】
に
よ
れ
ば
、
慶
長
十
四
年
度
か
ら
宝
永
六
年
度
に
か
け
て
の
幕
府
の
近
世
に
お
け
る
幕
府
の
神
宮
式
年
遷
宮
執
行
許
可
と
山
口
祭
執
行
年
月
日
式
年
遷
宮
執
行
許
可
年
月
日
を
比
較
す
る
と
、
慶
長
十
四
年
度
が
正
遷
宮
祭
の
約
六
年
前
、
寛
永
六
年
度
が
そ
の
約
四
年
前
、
慶
安
二
年
度
が
そ
の
約
五
年
前
、
寛
文
九
年
度
が
そ
の
約
三
年
前
、
元
禄
二
年
度
が
そ
の
約
七
年
前
の
七
月
、
宝
永
六
年
度
が
そ
の
約
七
年
前
の
一
月
で
あ
り
、
同
年
度
に
お
い
て
最
も
早
い
時
期
に
執
行
許
可
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
高
埜
利
彦
氏
は
五
代
綱
吉
政
権
が
三
代
家
光
政
権
ま
で
の
軍
事
指
揮
権
に
頼
っ
た
支
配
方
式
で
は
な
い
「
平
和
」
な
時
代
の
秩
序
維
持
を
図
る
上
か
ら
、
よ
り
一
層
、
将
軍
権
威
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
、
天
皇
、
朝
廷
が
担
っ
て
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
た
儀
礼
上
の
存
在
意
義
を
必
要
と
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
武
家
伝
奏
を
通
じ
て
準
備
過
程
へ
介
入
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
同
年
度
の
準
備
に
際
し
て
幕
府
が
朝
廷
に
協
力
的
な
姿
勢
に
変
化
し
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
　
さ
ら
に
、
【
一
覧
】
に
よ
れ
ば
、
神
宮
式
年
遷
宮
に
お
け
る
最
初
の
祭
祀
で
あ
る
山
口
祭
は
慶
長
十
四
年
度
が
そ
の
正
遷
宮
祭
よ
り
約
五
年
前
の
慶
長
九
年
閏
八
月
一
二
日
、
二
四
日
、
寛
永
六
年
度
が
そ
の
約
三
年
前
の
同
三
年
閏
四
月
二
九
日
、
慶
安
二
年
度
が
そ
の
約
五
年
前
の
寛
永
二
一
年
六
月
十
一
日
、
寛
文
九
年
度
が
そ
の
約
三
年
前
の
同
六
年
八
月
三
〇
日
、
元
禄
二
年
度
が
そ
の
約
七
年
前
の
天
和
二
年
九
月
二
⊥
ハ
日
で
あ
り
、
執
行
年
月
は
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
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【近世における幕府の神宮式年遷宮執行許可と山口祭執行年月日一・覧】
遷　宮　執　行　年　度 幕府の遷宮執行許可年月日 山　口　祭　執　行　年　月　日
慶長14年（1609）度 慶長8年（1603）9月9日 慶長8年　（1603）　9月9日
寛永6年（1629）度 寛永2年（1625）12月15日 同3年（1626）閏4月29日
慶安2年（1649）度 寛永21年（1644）4月5日 同6月11日
寛文9年（1669）度 寛文6年（1666）7月21日 同8月30日
元禄2年（1689）度 天和2年　（1682）　7月3日 同9月26日
宝永6年（1709）度 元禄15年（1702）1月18日 同3月6日
享保14年（1729）度 享保6年（1721）10月21日 同7年　（1722）　3月9日
寛延2年度（1749）度 寛保元年（1741）10月10日 同2年　（1742）　3月6日
明和6年（1769）度 宝暦11年（1761）12月27日 同12年（1762）3月5日
寛政元年（1789）度 不明 天明2年（1782）3月6日
文化6年（1809）度 享和元年（1801）12月30日 同2年　（1802）　3月8日
文政12年（1829）度 不明 文政5年　（1822）　3月7日
嘉永2年（1849）度 不明 天保13年（1842）3月8日
專
　　　　　　　　　（25）
※本【一覧】は『神宮史年表』によって作成した。
　
し
か
し
、
宝
永
六
年
度
以
降
は
近
世
最
後
の
嘉
永
二
年
度
に
至
る
ま
で
山
口
祭
が
全
て
正
遷
宮
祭
よ
り
七
年
前
の
三
月
上
旬
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
が
慣
例
と
な
り
、
幕
府
も
そ
れ
に
間
に
合
う
よ
う
に
遷
宮
執
行
許
可
を
出
し
た
。
以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
宝
永
六
年
度
以
降
は
近
世
末
期
に
至
る
ま
で
神
宮
式
年
遷
宮
準
備
に
お
い
て
幕
府
が
朝
廷
に
協
力
的
な
方
針
を
踏
襲
し
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
四
　
文
政
十
二
年
度
式
年
遷
宮
の
準
備
過
程
　
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
度
に
つ
い
て
は
神
宮
上
卿
三
条
実
方
が
そ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
準
備
を
担
当
し
た
際
の
記
録
で
あ
る
『
遷
宮
奉
行
記
』
と
そ
の
続
編
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
跳
）
『
遷
宮
奉
行
記
　
草
稿
』
が
あ
る
。
　
両
書
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
徳
大
寺
家
史
料
の
一
部
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
『
遷
宮
奉
行
記
』
は
表
紙
に
右
端
か
ら
「
神
宮
上
卿
正
二
位
行
権
大
納
言
兼
皇
太
后
権
大
夫
藤
原
朝
臣
實
萬
」
「
両
宮
四
所
別
宮
造
替
山
口
祭
以
下
日
時
定
」
「
造
両
太
神
宮
心
御
柱
正
遷
宮
等
日
時
定
」
「
遷
宮
奉
行
記
」
と
記
さ
れ
、
本
文
は
文
政
十
二
年
三
月
十
六
日
か
ら
同
六
月
五
日
ま
で
の
記
事
で
あ
り
、
内
容
は
両
宮
別
宮
山
口
祭
以
下
の
遷
宮
祭
祀
日
時
と
両
宮
立
心
御
柱
祭
、
正
遷
宮
祭
日
時
の
決
定
過
程
で
あ
る
。
『
遷
宮
奉
行
記
　
草
稿
』
は
表
紙
に
右
端
か
ら
「
文
政
十
二
年
　
同
十
三
年
實
萬
御
記
也
」
「
遷
宮
奉
行
記
草
稿
」
と
あ
り
、
本
文
は
同
六
月
某
日
か
ら
同
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
二
月
十
一
日
ま
で
の
記
事
で
あ
り
、
内
容
は
同
十
二
年
九
月
に
執
行
さ
れ
た
両
宮
正
遷
宮
祭
後
の
伊
勢
神
宮
に
対
す
る
奉
幣
使
発
遣
の
準
備
過
程
な
ど
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
は
『
遷
宮
奉
行
記
』
に
よ
っ
て
、
文
政
十
二
年
度
の
場
合
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
初
に
、
両
宮
別
宮
山
口
祭
以
下
遷
宮
祭
祀
日
時
の
決
定
過
程
を
み
る
。
文
政
十
二
年
三
月
十
九
日
、
祭
主
藤
波
光
忠
が
三
条
に
明
日
、
神
宮
大
宮
司
と
伊
勢
神
宮
禰
宜
等
が
作
成
し
た
両
宮
別
宮
山
口
祭
以
下
日
時
宣
下
を
要
請
す
る
解
状
を
披
露
す
る
と
の
書
状
と
そ
の
日
時
が
来
月
中
下
旬
の
中
か
ら
勘
進
さ
れ
る
よ
う
に
取
り
計
る
こ
と
を
要
請
す
る
書
状
を
送
っ
た
。
　
そ
の
後
、
三
条
は
神
宮
奉
行
柳
原
隆
光
と
会
い
、
柳
原
が
三
条
に
解
状
奏
聞
の
際
は
神
宮
奉
行
も
神
宮
上
卿
と
と
も
に
参
内
す
る
べ
き
か
、
ま
た
、
神
宮
上
卿
、
神
宮
奉
行
が
陰
陽
頭
に
祭
祀
日
時
内
勘
文
の
提
出
を
命
じ
る
の
か
尋
ね
た
。
続
い
て
同
条
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
【
史
料
7
】
　
　
件
ホ
事
不
得
先
例
之
記
之
間
、
難
一
決
、
伍
内
々
以
事
便
、
触
議
奏
大
　
　
宮
大
夫
、
尋
問
文
化
度
之
例
、
即
閲
役
所
之
記
、
被
答
云
彼
時
上
卿
一
　
　
人
奏
之
、
弁
不
参
伴
、
且
後
日
、
自
議
奏
仰
陰
陽
頭
、
被
召
内
勘
文
、
　
　
仰
上
卿
、
被
尋
神
宮
差
支
否
云
々
、
伍
此
趣
与
頭
弁
談
合
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
三
条
も
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
先
例
を
知
ら
な
い
た
め
に
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
議
奏
徳
大
寺
実
堅
に
尋
ね
た
。
徳
大
寺
は
議
奏
記
録
を
閲
覧
し
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
行
わ
れ
た
同
儀
式
に
際
し
て
は
神
宮
上
卿
だ
け
が
参
内
、
奏
聞
し
、
後
日
、
光
格
天
皇
が
議
奏
を
通
じ
て
陰
陽
頭
に
祭
祀
日
時
の
内
勘
文
提
出
を
命
じ
、
提
出
さ
れ
た
内
勘
文
日
時
に
一46一
つ
い
て
神
宮
上
卿
に
伊
勢
神
宮
に
お
い
て
差
し
支
え
が
な
い
か
を
尋
ね
さ
せ
た
こ
と
を
回
答
し
た
。
三
条
は
柳
原
に
こ
の
旨
を
伝
え
た
。
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
『
篤
長
卿
記
』
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
五
月
一
日
条
に
よ
れ
ば
、
同
年
に
行
わ
れ
た
両
宮
別
宮
山
口
祭
以
下
日
時
宣
下
に
際
し
て
は
議
奏
が
神
宮
上
卿
に
こ
う
し
た
指
示
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
慣
例
は
こ
れ
よ
り
後
の
光
格
天
皇
下
の
寛
政
元
年
度
か
ら
文
化
六
年
度
ま
で
の
準
備
過
程
に
お
い
て
確
立
し
た
と
考
え
る
。
　
次
に
、
『
遷
宮
奉
行
記
』
文
政
十
二
年
三
月
十
九
日
、
三
条
は
院
の
休
息
所
に
お
い
て
関
白
鷹
司
政
通
に
面
会
し
た
。
同
条
に
は
「
両
宮
別
宮
山
口
祭
以
下
日
時
之
解
状
、
明
日
、
可
披
露
之
由
祭
主
注
進
候
、
令
奏
聞
、
無
御
差
支
哉
之
由
申
入
、
可
奏
之
由
命
給
、
」
と
あ
り
、
三
条
は
鷹
司
に
藤
波
が
そ
れ
ら
の
解
状
を
明
日
、
披
露
す
る
の
で
、
そ
れ
を
仁
孝
天
皇
に
奏
聞
し
て
よ
い
か
尋
ね
、
そ
の
許
可
を
得
た
。
同
条
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
、
三
条
は
議
奏
衆
に
こ
の
こ
と
を
連
絡
す
る
書
状
を
出
し
た
。
徳
大
寺
は
三
条
に
非
蔵
人
番
頭
を
通
じ
て
明
日
卯
刻
以
降
に
来
る
こ
と
を
命
じ
た
。
　
同
二
〇
日
、
三
条
は
柳
原
の
使
者
か
ら
そ
れ
ら
の
解
状
を
受
け
取
り
、
そ
れ
ら
を
持
っ
て
参
内
し
、
議
奏
園
池
公
翰
を
通
じ
て
天
皇
に
奏
聞
し
た
。
そ
の
後
、
同
条
に
よ
れ
ば
、
「
予
申
云
日
時
内
勘
文
勘
進
候
者
、
内
々
可
被
尋
下
干
祭
主
申
請
之
趣
申
入
之
処
、
先
例
又
如
此
、
可
為
其
分
由
被
示
了
、
」
と
あ
り
、
三
条
は
園
池
に
日
時
内
勘
文
が
勘
進
さ
れ
た
な
ら
ば
、
内
々
に
そ
れ
で
問
題
は
な
い
か
尋
ね
て
も
ら
い
た
い
旨
の
藤
波
か
ら
の
要
請
を
伝
え
た
。
園
池
は
先
例
も
同
様
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
行
う
と
回
答
し
た
。
　
同
二
二
日
、
三
条
が
議
奏
日
野
西
延
光
に
呼
ば
れ
、
議
奏
候
所
に
行
っ
た
。
同
条
に
は
「
両
宮
別
宮
山
口
祭
以
下
日
時
内
勘
文
有
注
進
、
件
日
時
各
於
神
宮
差
支
無
之
乎
、
如
何
被
尋
下
云
々
、
勘
文
被
授
也
、
」
と
あ
り
、
日
野
西
は
三
条
に
陰
陽
頭
土
御
門
晴
親
か
ら
祭
祀
日
時
勘
文
が
注
進
さ
れ
た
の
で
、
天
皇
が
藤
波
に
伊
勢
神
宮
に
お
い
て
こ
の
日
時
で
問
題
は
な
い
か
尋
ね
た
こ
と
を
伝
え
、
こ
れ
を
渡
し
た
。
三
条
は
申
沙
汰
の
間
に
退
き
、
柳
原
な
ど
と
そ
れ
を
筆
写
し
て
、
日
野
西
に
返
却
し
た
。
　
そ
の
後
、
同
条
に
よ
れ
ば
、
三
条
は
藤
波
に
「
御
用
之
儀
、
得
御
意
度
候
間
、
唯
今
、
御
参
可
被
成
候
也
、
」
と
の
書
状
を
出
し
、
内
勘
文
の
日
時
に
つ
い
て
藤
波
の
内
諾
を
得
た
い
の
で
参
内
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
三
条
は
参
内
し
た
藤
波
に
内
勘
文
の
写
し
を
渡
し
、
天
皇
が
藤
波
に
伊
勢
神
宮
に
お
い
て
こ
の
日
時
で
問
題
は
な
い
か
尋
ね
た
こ
と
を
伝
え
、
明
日
、
回
答
で
き
る
か
尋
ね
、
藤
波
は
承
諾
し
た
。
　
同
二
三
日
、
早
朝
、
藤
波
は
三
条
に
面
会
し
、
同
条
に
よ
れ
ば
、
「
昨
日
、
所
尋
申
日
時
之
事
、
各
於
神
宮
差
支
無
之
云
々
、
」
と
あ
り
、
伊
勢
神
宮
に
お
い
て
は
問
題
な
い
と
の
こ
と
を
回
答
し
、
そ
の
後
、
内
勘
文
の
写
し
を
返
却
し
た
。
　
三
条
は
巳
刻
に
参
内
し
、
日
野
西
に
こ
の
こ
と
を
報
告
し
た
。
そ
の
後
、
日
野
西
が
三
条
に
天
皇
が
明
日
、
土
御
門
を
召
し
て
、
勘
文
の
清
書
を
命
じ
、
そ
の
日
時
定
奉
行
を
任
命
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
こ
と
を
伝
達
し
た
。
同
二
八
日
、
両
宮
別
宮
山
口
祭
以
下
日
時
定
が
執
行
さ
れ
た
。
　
次
に
、
両
宮
立
心
御
柱
祭
・
正
遷
宮
祭
日
時
の
決
定
過
程
を
明
ら
か
に
す
一47一
る
。
同
五
月
六
日
条
に
は
「
祭
主
示
云
正
遷
宮
解
状
当
月
中
旬
到
来
欺
、
然
者
以
日
時
内
勘
文
可
被
尋
下
事
可
沙
汰
云
々
、
」
と
あ
り
、
藤
波
が
三
条
に
伊
勢
神
宮
神
主
の
両
宮
正
遷
宮
祭
日
時
宣
下
を
要
請
す
る
解
状
が
今
月
中
旬
に
到
来
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
天
皇
が
藤
波
に
祭
祀
日
時
内
勘
文
の
日
時
で
問
題
は
な
い
か
尋
ね
る
よ
う
に
取
り
計
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
　
同
十
八
日
、
藤
波
が
三
条
に
伊
勢
神
宮
神
主
の
両
宮
立
心
御
柱
祭
、
正
遷
宮
祭
日
時
宣
下
を
要
請
す
る
解
状
が
到
来
し
た
の
で
、
明
日
、
披
露
す
る
と
の
書
状
と
同
条
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
書
状
を
出
し
た
。
【
史
料
8
】
　
　
両
宮
式
年
造
替
立
心
御
柱
日
時
　
　
　
右
八
月
中
旬
　
　
遷
御
日
時
　
　
　
右
九
月
上
旬
　
　
内
外
宮
隔
中
二
日
被
勘
下
候
様
之
事
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
両
宮
の
祭
祀
の
間
は
二
日
間
あ
け
、
立
心
御
柱
祭
日
時
は
八
月
中
旬
、
正
遷
宮
祭
日
時
は
九
月
上
旬
の
中
か
ら
勘
進
さ
れ
る
よ
う
に
取
り
計
る
こ
と
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
同
十
九
日
、
柳
原
が
三
条
に
そ
れ
ら
の
解
状
な
ど
を
届
け
た
。
こ
の
後
、
三
条
は
解
状
を
書
写
し
、
鷹
司
を
訪
ね
、
そ
れ
ら
を
諸
大
夫
を
通
じ
て
内
覧
し
て
も
ら
い
、
奏
聞
の
許
可
を
得
た
。
三
条
は
議
奏
鷲
尾
隆
純
を
通
じ
て
そ
れ
ら
を
天
皇
に
奏
聞
し
た
。
　
同
二
〇
日
、
議
奏
池
尻
暉
房
は
三
条
に
書
状
を
通
じ
て
参
内
す
る
こ
と
を
命
じ
、
参
内
し
た
三
条
に
土
御
門
か
ら
勘
進
さ
れ
た
祭
祀
日
時
内
勘
文
に
つ
い
て
、
天
皇
が
藤
波
に
伊
勢
神
宮
に
お
い
て
そ
の
日
時
で
問
題
は
な
い
か
尋
ね
た
こ
と
を
伝
達
し
、
明
後
日
ま
で
に
回
答
さ
せ
る
こ
と
を
命
じ
て
、
内
勘
文
を
渡
し
た
。
同
条
に
記
さ
れ
た
、
そ
の
内
勘
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
【
史
料
9
】
　
　
内
勘
文
二
通
内
宮
心
御
柱
日
時
　
八
月
十
一
日
壬
申
　
　
　
十
二
日
癸
酉
　
　
　
十
三
日
甲
戌
正
遷
宮
日
時
　
九
月
三
日
甲
午
　
　
　
五
日
丙
申
時時時
戌戌戌
　
　
　
　
　
　
　
時
酉
　
　
　
　
　
時
戌
文
政
十
二
年
五
月
十
九
日
晴
親
外
宮
心
御
柱
日
時
　
八
月
十
六
日
丁
丑
　
時
亥
　
　
　
十
八
日
己
卯
　
時
戌
　
　
　
十
九
日
庚
辰
　
時
辰
正
遷
宮
日
時
　
九
月
八
日
己
亥
　
時
戌
　
　
　
九
日
庚
子
　
時
酉
文
政
十
二
年
五
月
十
九
日
晴
親
　
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
内
宮
立
心
御
柱
祭
の
執
行
日
が
八
月
十
一
日
、
予
備
日
が
同
十
二
日
、
同
十
三
日
、
同
正
遷
宮
祭
の
執
行
日
が
九
月
三
日
、
予
備
日
が
同
五
日
、
外
宮
立
心
御
柱
祭
の
執
行
臼
が
八
月
十
六
日
、
予
備
日
が
同
十
八
日
、
同
十
九
日
、
同
正
遷
宮
祭
の
執
行
日
が
九
月
八
日
、
予
備
日
が
同
九
日
で
あ
っ
た
。
　
同
条
に
よ
れ
ば
、
三
条
は
藤
波
に
内
勘
文
の
日
時
に
つ
い
て
、
そ
の
内
諾
を
得
た
い
の
で
参
内
す
る
よ
う
に
命
じ
る
書
状
を
出
し
た
。
さ
ら
に
、
同
条
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
一48一
【
史
料
1
0
】
　
　
小
時
、
祭
主
参
上
、
招
寄
、
令
見
内
勘
文
、
此
定
於
神
宮
御
差
支
無
之
　
　
歎
尋
之
、
答
申
云
於
内
宮
者
此
旨
無
子
細
、
外
宮
正
遷
宮
為
八
日
者
、
　
　
九
日
有
一
社
奉
幣
、
無
余
日
、
例
幣
発
遣
、
其
前
祭
主
帰
洛
、
頗
無
便
　
　
宜
、
地
下
参
向
之
面
々
亦
同
依
之
、
以
六
日
迄
之
内
、
可
被
勘
下
者
、
　
　
尤
可
然
云
々
、
但
六
日
猶
以
遅
云
々
、
先
々
多
以
一
日
為
内
宮
遷
御
、
　
　
四
、
五
日
為
外
宮
遷
御
歎
、
然
而
今
年
一
日
為
日
蝕
、
二
日
難
被
用
欺
　
　
如
何
、
二
日
、
内
宮
、
五
日
、
外
宮
、
如
此
被
勘
下
候
者
、
殊
以
珠
重
　
　
之
由
也
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
三
条
は
藤
波
に
内
勘
文
を
見
せ
、
そ
れ
ら
の
日
時
で
問
題
は
な
い
か
を
尋
ね
た
。
藤
波
は
外
宮
正
遷
宮
祭
が
九
月
八
日
に
執
行
さ
れ
た
な
ら
ば
、
同
九
日
に
正
遷
宮
祭
に
伴
う
伊
勢
神
宮
へ
の
一
社
奉
幣
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
同
十
一
日
に
は
伊
勢
神
宮
へ
の
例
幣
発
遣
が
あ
り
、
一
社
奉
幣
と
例
幣
に
参
向
す
る
祭
主
、
地
下
官
人
に
と
っ
て
非
常
に
不
便
で
あ
る
。
先
例
で
は
一
日
に
内
宮
正
遷
宮
祭
、
四
日
か
五
日
に
外
宮
正
遷
宮
祭
が
執
行
さ
れ
た
こ
と
が
多
い
が
、
今
年
一
日
は
日
蝕
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
内
宮
正
遷
宮
祭
を
同
二
日
、
外
宮
正
遷
宮
祭
を
同
五
日
に
変
更
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
　
三
条
は
池
尻
に
こ
の
こ
と
を
報
告
し
、
内
勘
文
を
返
却
し
た
。
池
尻
は
返
答
す
る
と
述
べ
た
。
午
下
刻
、
鷹
司
が
参
内
し
た
の
で
、
池
尻
は
三
条
を
呼
ん
で
、
鷹
司
は
先
ほ
ど
の
報
告
を
詳
し
く
承
知
し
て
い
る
が
、
事
実
関
係
に
誤
り
が
な
い
よ
う
に
直
接
、
報
告
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
三
条
は
八
景
の
間
に
お
い
て
鷹
司
に
こ
の
こ
と
を
報
告
し
た
。
同
条
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
【
史
料
1
1
】
　
　
命
云
先
例
多
被
用
一
日
、
大
略
流
例
欺
、
然
而
今
年
一
日
々
触
、
伍
除
　
　
之
、
（
中
略
）
以
二
日
為
内
宮
遷
御
者
可
然
也
、
然
而
此
日
難
被
用
由
陰
　
　
陽
寮
申
之
、
依
之
、
先
如
彼
内
勘
文
被
　
仰
付
也
、
但
六
日
、
七
日
撰
　
　
申
之
外
也
、
其
故
ハ
隔
中
二
日
可
被
勘
下
由
兼
以
祭
主
申
請
之
間
、
内
　
　
宮
設
日
後
者
除
件
両
日
、
然
者
全
無
他
日
歎
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
鷹
司
は
三
条
に
今
度
の
内
勘
文
日
時
が
決
定
さ
れ
た
経
緯
を
述
べ
た
。
そ
の
内
容
は
先
例
で
は
一
日
に
内
宮
正
遷
宮
祭
が
執
行
さ
れ
た
こ
と
が
多
い
が
、
今
年
一
日
は
日
食
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
候
補
日
か
ら
外
し
た
。
そ
こ
で
二
日
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
た
が
、
土
御
門
が
こ
の
日
を
反
対
し
た
の
で
、
三
日
と
し
た
。
　
そ
し
て
、
外
宮
正
遷
宮
祭
の
執
行
日
か
ら
六
日
、
七
日
を
除
い
た
理
由
は
先
日
、
藤
波
が
内
宮
、
外
宮
の
正
遷
宮
祭
の
間
を
二
日
間
空
け
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
た
の
で
、
内
宮
正
遷
宮
祭
の
予
備
日
で
あ
る
五
日
よ
り
後
の
二
日
間
は
除
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
　
続
い
て
同
条
に
よ
れ
ば
、
三
条
は
そ
の
必
要
は
な
く
、
藤
波
は
内
宮
正
遷
宮
祭
執
行
日
後
の
二
日
間
を
空
け
れ
ば
問
題
は
な
い
と
い
う
意
向
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
。
鷹
司
は
先
日
、
土
御
門
が
提
出
し
た
八
月
中
旬
と
九
月
上
旬
に
お
け
る
日
の
吉
凶
を
示
し
た
一
覧
を
見
せ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
九
月
二
日
は
凶
日
で
あ
り
、
土
御
門
は
こ
れ
を
理
由
に
反
対
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一49一
　
さ
ら
に
、
鷹
司
は
藤
波
を
呼
び
、
外
宮
正
遷
宮
祭
の
執
行
日
は
内
宮
正
遷
宮
祭
予
備
日
後
の
二
日
間
を
空
け
る
必
要
は
な
い
の
か
尋
問
し
、
藤
波
は
内
宮
正
遷
宮
祭
執
行
日
後
の
二
日
間
を
空
け
れ
ば
問
題
は
な
い
と
回
答
し
た
。
　
そ
の
後
、
同
条
に
は
「
命
云
二
日
之
所
、
暦
面
上
段
、
天
一
天
上
、
因
之
、
可
被
宥
用
事
不
可
然
歎
如
何
、
」
と
あ
り
、
鷹
司
は
三
条
に
九
月
二
日
は
天
一
天
上
、
即
ち
陰
陽
道
で
い
う
方
角
神
の
一
つ
で
あ
る
天
一
神
が
天
に
上
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
い
る
期
間
の
内
で
あ
り
、
天
一
神
の
崇
り
が
な
く
、
吉
日
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
内
宮
正
遷
宮
祭
の
執
行
日
と
す
る
と
い
う
藤
波
の
意
向
に
沿
っ
た
考
え
を
示
し
て
、
そ
の
適
否
を
尋
問
し
た
。
　
続
い
て
、
「
猶
被
尋
問
干
陰
陽
頭
之
上
、
自
議
奏
可
沙
汰
、
其
後
、
可
尋
申
祭
主
由
被
命
、
」
と
あ
り
、
土
御
門
に
も
尋
問
し
た
上
で
、
池
尻
を
通
じ
て
内
勘
文
日
時
の
こ
と
を
指
示
す
る
の
で
、
藤
波
に
そ
の
適
否
を
尋
ね
る
よ
う
に
命
じ
た
。
　
そ
の
後
、
池
尻
が
三
条
に
土
御
門
か
ら
改
め
て
祭
祀
日
時
内
勘
文
が
勘
進
さ
れ
た
の
で
、
天
皇
が
藤
波
に
そ
の
日
時
で
問
題
な
い
か
尋
ね
た
こ
と
を
伝
達
し
、
明
日
、
藤
波
の
意
向
を
報
告
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
同
条
に
記
さ
れ
た
、
そ
の
内
勘
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
【
史
料
1
2
】
　
　
高
檀
需
四
折
　
　
　
内
宮
心
御
柱
日
時
　
　
　
　
　
　
　
　
外
宮
心
御
柱
日
時
　
　
　
　
八
月
十
一
日
壬
申
　
時
戌
　
　
　
　
八
月
十
六
日
丁
丑
　
時
癸
卯
　
　
　
　
　
　
十
二
日
癸
酉
　
時
戌
　
　
　
　
　
　
十
八
日
己
卯
　
時
戌
　
　
　
十
三
日
甲
戌
　
時
戌
正
遷
宮
日
時
　
九
月
二
日
癸
巳
　
　
時
戌
　
　
　
三
日
甲
午
　
　
時
酉
文
政
十
二
年
五
月
廿
日
　
晴
親
　
　
　
十
九
日
庚
辰
　
時
酉
正
遷
宮
日
時
　
九
月
五
日
丙
申
　
時
戌
　
　
　
六
日
丁
酉
　
時
戌
文
政
十
二
年
五
月
廿
日
　
隆
光
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
内
宮
立
心
御
柱
祭
の
執
行
日
が
八
月
十
一
日
、
予
備
日
が
同
十
二
日
、
同
十
三
日
、
同
正
遷
宮
祭
の
執
行
日
が
九
月
二
日
、
予
備
日
が
同
三
日
、
外
宮
立
心
御
柱
祭
の
執
行
日
が
八
月
十
六
日
、
予
備
日
が
同
十
八
日
、
同
十
九
日
、
同
正
遷
宮
祭
の
執
行
日
が
九
月
五
日
、
予
備
日
が
同
六
日
で
あ
り
、
両
宮
正
遷
宮
祭
の
執
行
日
が
藤
波
の
要
請
通
り
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
三
条
は
藤
波
に
そ
れ
を
見
せ
た
。
同
条
に
よ
れ
ば
、
藤
波
は
「
為
此
定
者
殊
恐
悦
也
、
」
「
勘
文
之
条
如
申
被
及
御
沙
汰
、
恐
悦
之
由
」
と
述
べ
、
同
二
一
日
、
三
条
に
内
諾
す
る
旨
を
伝
え
た
。
三
条
は
午
刻
に
参
内
し
、
園
池
に
こ
の
こ
と
を
報
告
し
た
。
同
六
月
五
日
、
両
宮
の
立
心
御
柱
祭
・
正
遷
宮
祭
日
時
定
が
執
行
さ
れ
た
。
お
わ
り
に
　
近
世
朝
廷
に
お
け
る
神
宮
式
年
遷
宮
の
準
備
過
程
に
つ
い
て
次
の
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
度
の
場
合
、
関
白
が
遷
宮
祭
祀
日
時
定
の
執
行
日
決
定
に
際
し
て
武
家
伝
奏
の
内
諾
を
求
め
、
さ
ら
に
、
武
家
一50一
伝
奏
は
幕
府
の
意
向
と
し
て
執
行
日
の
変
更
を
要
請
し
、
そ
れ
が
変
更
さ
れ
た
。　
こ
れ
に
対
し
て
光
格
天
皇
下
の
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
度
か
ら
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
度
ま
で
の
準
備
過
程
に
お
い
て
同
祭
祀
の
執
行
日
が
祭
主
藤
波
の
内
諾
を
得
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
慣
例
が
確
立
さ
れ
、
仁
孝
天
皇
下
の
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
度
の
場
合
も
遷
宮
祭
祀
の
執
行
日
決
定
に
際
し
て
祭
主
は
祭
祀
内
勘
文
日
時
に
関
す
る
自
ら
の
内
諾
を
得
る
こ
と
を
朝
廷
に
要
請
し
、
天
皇
も
そ
の
内
諾
を
求
め
、
関
白
が
祭
主
の
要
請
に
よ
っ
て
正
遷
宮
祭
の
執
行
日
を
変
更
し
た
こ
と
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
そ
の
準
備
過
程
が
武
家
伝
奏
の
意
向
を
強
く
反
映
す
る
も
の
か
ら
祭
主
の
意
向
を
強
く
反
映
す
る
も
の
に
変
化
し
た
理
由
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ま
ず
、
神
宮
式
年
遷
宮
準
備
に
お
け
る
武
家
伝
奏
の
役
割
の
変
化
と
そ
の
背
景
に
あ
る
幕
府
の
朝
廷
に
対
す
る
姿
勢
の
変
化
で
あ
る
。
　
寛
文
九
年
度
の
場
合
、
幕
府
は
朝
廷
に
そ
の
約
三
年
前
の
同
六
年
八
月
十
二
日
に
至
る
ま
で
式
年
遷
宮
の
執
行
許
可
を
与
え
ず
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
度
の
場
合
、
そ
の
約
五
年
前
の
寛
永
二
一
年
（
一
六
四
四
）
四
月
五
日
に
与
え
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
執
行
許
可
は
明
ら
か
に
遅
延
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
に
寛
文
六
年
五
月
に
内
宮
、
外
宮
の
神
主
は
そ
れ
ぞ
れ
寺
社
奉
行
に
そ
れ
を
求
め
る
訴
訟
を
起
こ
し
、
朝
廷
に
お
い
て
も
神
宮
伝
奏
が
遷
宮
の
先
例
を
藤
波
に
調
べ
さ
せ
、
そ
れ
を
武
家
伝
奏
に
持
参
し
て
、
相
談
し
、
武
家
伝
奏
も
幕
府
に
問
い
合
わ
せ
る
と
回
答
し
た
。
　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
同
年
度
の
場
合
、
執
行
許
可
を
与
え
る
幕
府
に
主
導
権
が
あ
っ
た
こ
と
を
背
景
に
し
て
関
白
は
武
家
伝
奏
の
意
向
を
重
視
し
、
そ
の
主
張
に
従
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
　
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
度
の
場
合
、
関
白
は
神
宮
伝
奏
と
神
宮
奉
行
の
提
案
を
武
家
伝
奏
の
反
対
を
恐
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
天
皇
に
奏
聞
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
武
家
伝
奏
は
同
三
年
（
一
六
九
〇
）
に
執
行
さ
れ
た
内
宮
臨
時
遷
宮
の
諸
祭
祀
に
つ
い
て
関
白
が
提
案
し
た
、
そ
れ
ら
の
執
行
日
の
短
縮
を
幕
府
の
意
向
と
し
て
反
対
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
一
条
は
こ
の
提
案
を
撤
回
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
朝
廷
に
お
け
る
伊
勢
神
宮
行
政
は
幕
府
の
強
い
統
制
下
に
あ
り
、
武
家
伝
奏
は
幕
府
の
権
力
を
背
景
と
し
て
、
関
白
を
凌
ぐ
権
勢
を
有
し
て
い
た
。
　
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
度
の
場
合
、
武
家
伝
奏
の
役
割
は
関
白
に
山
口
祭
を
執
行
さ
せ
る
よ
う
に
と
の
幕
府
の
命
令
を
伝
達
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
一
方
、
関
白
が
準
備
を
主
導
し
て
い
た
。
　
同
年
度
に
続
く
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
度
の
場
合
も
関
白
が
準
備
を
主
導
し
て
お
り
、
文
政
十
二
年
度
も
同
様
で
あ
っ
た
。
宝
永
六
年
度
以
降
に
お
け
る
武
家
伝
奏
の
役
割
も
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
度
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
度
の
場
合
、
山
口
祭
日
時
定
執
行
を
命
ず
る
老
中
奉
書
を
天
皇
に
届
け
た
り
、
同
儀
式
執
行
と
決
定
さ
れ
た
日
時
を
京
都
所
司
代
に
報
告
し
た
り
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
宝
永
六
年
度
以
降
は
近
世
末
期
に
至
る
ま
で
関
白
が
主
導
す
る
体
制
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
　
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
度
か
ら
宝
永
六
年
度
ま
で
の
幕
府
の
遷
宮
執
一51一
行
許
可
年
月
日
を
比
較
す
る
と
、
宝
永
六
年
度
は
最
も
早
い
時
期
に
出
さ
れ
て
お
り
、
武
家
伝
奏
を
通
じ
て
準
備
過
程
に
介
入
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、
同
年
度
の
準
備
に
際
し
て
幕
府
は
朝
廷
に
協
力
的
な
姿
勢
に
変
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
ま
た
、
同
年
度
以
降
は
近
世
最
後
の
嘉
永
二
年
度
に
至
る
ま
で
最
初
の
式
年
遷
宮
祭
祀
で
あ
る
山
口
祭
は
全
て
正
遷
宮
祭
よ
り
七
年
前
の
三
月
上
旬
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
が
慣
例
と
な
り
、
幕
府
も
そ
れ
に
間
に
合
う
よ
う
に
執
行
許
可
を
出
し
た
。
以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
宝
永
六
年
度
以
降
は
近
世
末
期
に
至
る
ま
で
式
年
遷
宮
準
備
に
お
い
て
幕
府
が
朝
廷
に
協
力
的
な
方
針
を
踏
襲
し
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
　
次
に
、
藤
波
家
の
朝
廷
に
お
け
る
立
場
の
変
化
で
あ
る
。
そ
の
当
主
は
平
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
末
期
に
至
る
ま
で
代
々
、
神
宮
祭
主
を
勤
め
た
と
と
も
に
、
近
世
に
お
い
て
は
神
祇
道
を
家
職
と
し
、
関
白
、
三
公
な
ど
は
随
時
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
種
々
の
質
問
を
行
い
、
こ
れ
に
回
答
し
て
お
り
、
本
来
、
同
家
は
朝
廷
に
お
い
て
そ
の
神
社
行
政
、
特
に
、
伊
勢
神
宮
行
政
の
枢
機
に
参
画
し
得
る
立
場
に
あ
っ
た
。
　
し
か
し
、
元
和
九
年
（
一
⊥
ハ
ニ
三
）
に
当
主
種
忠
が
後
水
尾
上
皇
の
勅
勘
を
蒙
り
、
祭
主
を
辞
任
し
、
同
家
は
堂
上
公
家
か
ら
地
下
身
分
に
落
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
継
の
友
忠
も
承
応
二
年
（
エ
ハ
五
三
）
に
総
位
階
勅
許
に
対
す
る
違
勅
の
罪
に
よ
り
、
流
罪
に
処
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
に
祭
主
に
補
任
さ
れ
た
景
忠
も
天
和
四
年
（
一
六
八
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
に
至
る
ま
で
地
下
身
分
の
ま
ま
で
あ
り
、
近
世
前
期
の
朝
廷
に
お
け
る
同
家
の
立
場
は
極
め
て
弱
い
も
の
で
あ
っ
た
。
　
そ
の
後
、
景
忠
は
堂
上
復
帰
を
果
た
し
た
こ
と
に
よ
り
、
朝
廷
に
お
け
る
発
言
力
を
強
め
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
は
先
例
を
根
拠
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
途
絶
し
て
い
た
祭
主
に
対
す
る
伊
勢
太
神
宮
造
営
使
に
補
任
す
る
口
宣
案
な
ど
文
書
に
よ
る
補
任
の
再
興
を
神
宮
伝
奏
に
要
請
し
、
そ
の
結
果
、
太
政
官
符
に
よ
る
補
任
が
再
興
さ
れ
、
朝
廷
に
お
け
る
同
家
の
立
場
が
回
復
し
た
。
　
さ
ら
に
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
に
神
宮
上
卿
正
親
町
公
明
が
神
宮
例
幣
使
発
遣
儀
式
の
準
備
過
程
を
旧
例
通
り
に
復
旧
す
る
こ
と
を
関
白
に
提
案
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
し
、
そ
れ
が
実
現
し
た
り
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
は
伊
勢
神
宮
へ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
公
卿
勅
使
が
儀
式
書
に
則
っ
た
本
来
の
形
式
に
復
古
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
光
格
天
皇
以
降
の
朝
廷
に
お
い
て
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
政
務
や
儀
式
が
重
視
さ
れ
、
藤
波
家
の
立
場
が
上
昇
し
た
。
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史
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史
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殿
遷
宮
一
覧
表
」
（
『
神
宮
要
綱
』
神
宮
司
庁
　
一
九
二
八
　
　
年
）
　
二
〇
一
頁
～
二
一
二
頁
（
1
3
）
　
間
瀬
久
美
子
「
伊
勢
・
賀
茂
正
遷
宮
前
後
争
論
を
め
ぐ
る
朝
幕
関
係
覚
　
　
書
」
（
今
谷
明
・
高
埜
利
彦
編
『
中
近
世
の
宗
教
と
国
家
』
岩
田
書
院
　
一
　
　
九
九
八
年
）
　
二
七
九
頁
・
二
八
四
頁
・
二
八
五
頁
・
二
九
三
頁
（
1
4
）
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
　
F
九
－
一
三
三
（
1
5
）
　
同
　
F
十
－
六
九
五
（
1
6
）
田
中
暁
龍
氏
は
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
当
時
、
三
条
西
実
教
と
武
家
伝
　
　
奏
正
親
町
実
豊
が
朝
廷
に
お
い
て
権
威
を
ふ
る
い
、
こ
の
た
め
に
霊
元
天
皇
　
　
も
両
者
を
疎
ん
じ
、
そ
の
命
令
を
受
け
た
公
卿
達
が
中
院
通
茂
の
と
こ
ろ
へ
　
　
両
者
排
斥
の
相
談
に
来
る
と
い
う
一
件
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
　
同
「
寛
文
三
年
「
禁
裏
御
所
御
定
目
」
に
つ
い
て
ー
後
水
尾
法
皇
に
よ
る
禁
　
　
中
法
度
ー
」
（
『
東
京
学
芸
大
学
附
属
高
等
学
校
大
泉
校
舎
　
研
究
紀
要
』
十
　
　
四
　
一
九
八
九
年
）
　
百
七
三
頁
（
1
7
）
神
宮
司
庁
編
『
神
宮
史
年
表
』
（
戎
光
出
版
　
二
〇
〇
五
年
）
　
百
四
六
　
　
頁
・
百
四
七
頁
（
1
8
）
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
　
二
〇
七
三
－
一
二
九
（
1
9
）
　
久
保
貴
子
氏
は
花
山
院
定
誠
に
つ
い
て
、
自
ら
の
朝
廷
に
お
け
る
勢
力
　
　
拡
大
の
た
め
に
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
か
ら
同
六
年
（
一
六
七
八
）
に
　
　
か
け
て
、
ほ
ぼ
内
定
し
て
い
た
一
宮
の
儲
君
を
覆
し
て
、
親
族
で
あ
る
五
位
　
　
擁
立
へ
動
い
た
こ
と
、
霊
元
天
皇
の
側
近
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
　
　
同
「
天
和
・
貞
享
期
の
朝
廷
と
幕
府
i
霊
元
天
皇
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
早
　
　
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
別
冊
十
四
　
一
九
八
八
年
）
　
百
⊥
ハ
　
　
○
頁
～
百
六
二
頁
　
後
に
、
同
『
近
世
の
朝
廷
運
営
』
（
岩
田
書
院
　
一
九
　
　
九
八
年
）
　
第
二
章
に
収
録
。
（
2
0
）
平
井
誠
二
氏
は
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
お
け
る
花
山
院
定
誠
の
武
家
　
　
伝
奏
へ
の
任
命
は
幕
府
か
ら
の
奏
請
を
う
け
て
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
慶
長
か
　
　
ら
貞
享
の
間
、
任
命
権
は
実
質
的
に
幕
府
が
掌
握
し
て
お
り
、
武
家
伝
奏
は
　
　
そ
の
意
向
を
強
く
反
映
さ
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
　
　
同
「
武
家
伝
奏
の
補
任
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
四
二
二
　
一
九
八
三
年
）
　
　
五
九
頁
　
　
ま
た
、
高
埜
利
彦
氏
は
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
か
ら
同
八
年
（
一
六
八
〇
）
　
　
に
か
け
て
の
も
の
と
み
ら
れ
る
左
大
臣
近
衛
基
煕
の
「
口
上
覚
書
」
を
紹
介
　
　
し
、
同
書
に
お
い
て
近
衛
が
禁
中
で
は
現
在
相
談
事
が
一
致
し
な
い
状
態
に
　
あ
り
、
そ
れ
は
関
白
の
下
知
で
決
定
す
る
こ
と
が
稀
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
一53一
　
　
あ
る
。
そ
の
上
、
関
白
、
三
公
な
ど
に
よ
る
承
諾
の
な
い
こ
と
が
霊
元
天
皇
　
　
の
叡
慮
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
治
定
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
　
　
と
し
て
、
関
白
の
職
が
意
味
を
な
さ
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
危
　
　
惧
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
　
前
掲
註
（
1
）
高
埜
論
文
　
六
五
頁
　
　
尚
、
山
口
和
夫
氏
は
こ
の
「
口
上
覚
書
」
が
延
宝
六
年
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
　
　
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
　
同
「
近
世
の
朝
廷
・
幕
府
体
制
と
天
皇
・
院
・
摂
家
」
（
大
津
透
編
『
史
学
　
　
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
叢
書
　
王
権
を
考
え
る
1
前
近
代
日
本
の
天
皇
と
権
力
』
　
　
山
川
出
版
社
　
二
〇
〇
六
年
）
　
二
二
六
頁
～
二
二
八
頁
（
2
1
）
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
　
二
〇
七
三
－
一
七
五
（
2
2
）
　
中
西
正
幸
『
神
宮
式
年
遷
宮
の
歴
史
と
祭
儀
』
（
大
明
堂
　
一
九
九
五
年
）
　
　
三
一
頁
（
2
3
）
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
　
二
〇
七
三
－
九
〇
（
2
4
）
『
兼
胤
記
』
宝
暦
十
一
年
（
「
七
六
「
）
十
二
月
二
六
日
条
東
京
大
学
　
　
史
料
編
纂
所
蔵
　
二
〇
七
三
－
一
〇
二
・
『
公
武
御
用
日
記
』
天
保
十
三
年
　
　
（
一
八
四
二
）
一
月
十
一
日
条
　
同
　
徳
大
寺
家
史
料
　
二
七
ー
一
・
『
公
　
　
武
御
用
日
記
』
同
二
月
五
日
条
　
国
立
公
文
書
館
蔵
　
古
四
二
ー
七
五
八
（
2
5
）
　
前
掲
註
（
1
7
）
書
　
百
二
八
頁
・
百
三
一
頁
・
百
三
三
頁
・
百
四
〇
頁
・
　
　
百
四
七
頁
・
百
五
四
頁
・
百
六
一
頁
・
百
六
九
頁
・
百
七
七
頁
・
百
八
六
頁
・
　
　
百
九
二
頁
・
百
九
三
頁
・
百
九
八
頁
・
二
〇
四
頁
（
2
6
）
　
前
掲
註
（
1
）
高
埜
論
文
　
六
三
頁
（
2
7
）
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
　
徳
大
寺
家
史
料
　
三
三
－
六
九
（
2
8
）
　
同
　
徳
大
寺
家
史
料
　
三
五
－
三
六
（
2
9
）
　
国
立
公
文
書
館
蔵
　
一
六
三
－
一
四
九
（
3
0
）
　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
七
（
小
学
館
　
一
九
八
〇
年
）
　
一
〇
二
一
頁
（
3
1
）
藤
波
家
文
書
研
究
会
編
『
大
中
臣
祭
主
藤
波
家
の
歴
史
』
（
続
群
書
類
従
　
　
完
成
会
　
一
九
九
三
年
）
　
三
三
〇
頁
～
三
四
九
頁
（
3
2
）
高
埜
利
彦
「
江
戸
時
代
の
神
社
制
度
」
（
『
日
本
の
時
代
史
　
十
五
　
元
禄
　
　
の
社
会
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
〇
三
年
）
　
二
八
七
頁
（
3
3
）
　
平
井
誠
二
「
近
世
の
大
中
臣
祭
主
家
」
（
前
掲
註
（
3
1
）
書
）
　
百
六
六
　
　
頁
～
百
六
八
頁
・
百
七
七
頁
・
百
八
〇
頁
（
3
4
）
　
前
掲
註
（
6
）
拙
稿
　
二
⊥
ハ
頁
～
二
七
頁
（
3
5
）
藤
田
覚
「
伊
勢
公
卿
勅
使
か
ら
み
た
天
皇
・
朝
廷
の
動
向
」
（
『
論
集
き
ん
　
　
せ
い
』
二
〇
　
一
九
九
八
年
）
　
十
六
頁
　
後
に
、
同
『
近
世
政
治
史
と
天
　
　
皇
』
（
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九
九
年
）
　
第
五
章
に
収
録
。
〔
付
記
〕
本
稿
は
二
〇
〇
七
年
九
月
二
三
日
に
学
習
院
大
学
に
お
い
て
開
催
　
　
　
さ
れ
た
「
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
研
究
　
第
一
回
大
会
」
に
お
け
る
報
　
　
　
告
に
つ
い
て
、
当
日
、
高
埜
利
彦
先
生
、
山
口
和
夫
先
生
よ
り
賜
っ
　
　
　
た
御
教
示
、
御
意
見
に
基
づ
き
、
そ
の
内
容
を
一
部
、
修
正
し
て
文
　
　
　
章
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
先
生
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
智
辮
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
常
勤
講
師
）
一54一
